
Ⅰ　適切な管理運営の確保

１　施設の設置目的、基本方針等

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

最終評価 所見

Ａ

２　適切な管理の履行

　開館時間、個人情報の管理、定期報告等は、仕様どおり遵守されているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

最終評価 所見

Ａ
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　コミュニティセンターの設置目的は「市民相互の交流及び市民の自治意識の高揚を図り、市民が明るく住み
よいまちづくりを進めるための施設」である。この設置目的に適う運営がなされたか。

・運営委員並びに担当事務職員全員がコミュニティセンターの管理運営
に携わり、その設置目的は十分に理解している。

・住民のコミュニティ醸成の場として十分に機能している。

・施設の供用にあたっては、1ヶ月前からの先着受付を利用者に周知徹
底しており、利用者の平等利用を確保している。

・施設の設置目的の理解度

・施設の設置目的の達成度

・平等利用の確保

・施設の設置目的については、職員全員が理解しており、平等な利用の
確保を図りつつ、管理運営方針に基づきながら適切な管理運営を行って
いる。

・定期的に開催する職員研修会において、設置目的とともに各種事務手
続きなど業務の確認と点検を行いながら、地区住民の活動を優先とする
平等かつ適正な施設運営に努めた。

・利用時間、開館日等については、協定書及び事業計画書の内容通り履
行している。

・利用時間、開館日等の変更がある場合には、利用者に対して事前に張
り紙・電話連絡等により周知している。また、市へは、２月末に提出す
る事業計画書により報告し、臨時に発生した場合は、都度、事前に報告
し承認を得ている。

・個人情報は、第三者の目に触れないよう適正に管理している。

・定期報告(四半期報告)等は、提出期限内に適切に報告している。

・供用時間、開館日の遵守

・供用時間等を変更した際の
利用者への周知、市への承認

・個人情報の適切な管理 

・適切な定期報告

・供用時間や開館日などの基本事項については、事業計画書に沿って実
施している。

・個人情報を含む書類については、鍵付きの戸棚への保管やシュレッダ
ーによる廃棄により適切に管理している。

・定期報告については遅滞なく提出している。

・年末年始、お盆期間における休館対応については、緊急時における職
員体制の確認とともに、市に報告し玄関に休館のお知らせを掲示しなが
ら、利用者への周知徹底に努めている。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定管理者評価シート　　　　　 　Ｒ6（日新コミュニティセンター）

３　職員の状況

　職員の勤務形態、人員体制は適切か、また、職員による利用者への接遇は良好か。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

最終評価 所見

Ａ

４　業務日報等の作成

　業務日報等は適切に記入、整備され、保管されているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

最終評価 所見

Ａ

・事務職員の採用は適切に行われ、その人員配置は計画的・効率的であ
る。

・アンケート実施の結果をみると、事務職員による接客は利用者に好評
であり、接遇は適切である。

・緊急事態に対応出来るように動きやすい服装や、館内履物は必ず踵の
あるものを常に着用し、名札は毎日着用している。

・計画に沿った人員配置、役
割分担

・職員の接客態度

・職員の服装、名札の着用

・アンケート結果

・業務内容の確認や役割分担を行いながら、管理運営に必要な人員を配
置している。

・職員の接遇や服装等については、利用者アンケートの結果からも好評
を得ており、適切な対応を行っている。　

・業務日報は当番担当者により詳細に記載、整理されている。

・業務日誌は鍵付きのスチール製戸棚に収納し、閉館時にはスチール戸
棚と事務室に鍵をかけて退出しており、業務日誌の保管状況も適切であ
る。

・事務職員交代時に、遺漏のないように「申し送り事項綴り」を作成し
て情報を共有し、適切に交代を実施している。

・業務日誌の記入状況

・業務日誌の保管状況

・業務日誌については、設定された各項目ごとの記録が適切に記入され
ている。

・業務関係の書類は年度ごとに書庫に整理されており、適切に管理され
ている。

・職員が交代する際に、連絡事項等の引継ぎに漏れがないよう、引継ぎ
ノートを作成し情報共有の徹底を図っている。
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Ⅱ　利用者サービスの維持向上

１　利用状況

　利用の実績、施設の稼働率に向上が見られるか。あるいは減少した場合は合理的な理由があるか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

最終評価 所見

Ｓ

２　サービス内容の向上

　利用者サービスの向上のための取組を行っているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ｓ

最終評価 所見

Ａ

・平成20年度をピークに利用者数は減少傾向を示していたが、令和元年
度は利用者が増加に転じた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
しかし、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、令和2年度〜4年度に
かけては利用者が大幅に減少となった。　　　　　　　　　　　　　　
令和5年度に感染症が5類移行となり回復傾向がみられ、令和6年度には
学習塾の新規利用が始まり、令和1年度の水準まで回復した。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・指定管理者制度導入以前（平成14年～平成17年）平均1,332回　
14,172人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　令和6年度　936回　11,565人　
　利用回数比　70.3％　　　　利用人数比81.6％

・利用者数

・稼働率

・利用人数　前年度比 33.7％増　　過去5年平均比  45.6％増

・利用回数　前年度比 38.5％増　　過去5年平均比  28.3％増

・稼働率　　前年度比  7.3％増　　過去5年平均比　  5.8％増

・地区住民への広報誌等による施設利用のPRとともに、利用者への丁寧
な対応など、利用団体の活動支援に努めたことにより、利用人数、回数
、稼働率いずれも増加した。

・ダンスの団体を中心に新規の利用者が増えている。また、みとみ学園
による学習塾の定期利用が６年度から開始された。

・今後についても、地域と連携した事業の継続とともに、地域コミュニ
ティ活動の拠点として、新たな自主事業の実施など利用促進に向けた取
組を推進されたい。

・事務室前の案内掲示板をホワイトボードに変更し、部屋ごとの当日予
約状況を掲示して綺麗でわかりやすいように配慮している。

・利用者とのコミュニケーションの中で常に意見・要望等に耳を傾け、
出来ることから改善して利用者の利便性向上を図っている。

・電話応対は、丁寧にわかりやすい口調での対応を心掛けている。

・市内コミセンで最も高年齢の利用者が多いことを踏まえ、その対応・
対策をコミセン経営の基本にして実施している。（玄関に靴の脱着用椅
子を準備、玄関スロープに手すりを設置、移動式の車椅子対応スロープ
を準備、和室に座椅子を準備、ロビーに利用団体ごとのロッカーを設
置）

・利用料金表は、事務室前と事務室内の見やすい場所に、掲示してい
る。

・受付窓口（掲示板等）の状
況

・利便性向上の取組

・電話応対

・提案内容の履行の状況 

・利用者サービス向上のため
の柔軟な供用の実施 

・利用料金の表示

・窓口での対応や電話の応対については、利用者アンケートの結果から
も好評を得ており、適切な対応を行っている。

・利用料金は事務室前に掲示している。館内に掲示するチラシ等につい
ては、文字を大きくして作成するなど、高齢者をはじめとした利用者に
より見やすくする取組を継続して行っている。

・部屋の予約についても利用者同士の調整を丁寧に行いながら、平等な
利用に努めている。

・新型コロナウイルスの感染症法上の位置付けが５類に移行した後も、
基本的な感染対策として、非接触型体温計や消毒液等を設置し、安心し
て利用できる環境を整備している。
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３　利用者からの意見抽出、苦情等の処理

　利用者が意見を述べやすい環境を整備しているか、また速やかに対応できる体制を整備しているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

最終評価 所見

Ａ

４　地域への貢献、地域住民の利用促進

　コミュニティセンターの管理運営を通じて、地域への貢献は図られたか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

最終評価 所見

Ａ

・利用者からの意見・苦情等は、業務日誌・申し送り事項に記録し、コ
ミセン内で共有している。また、市に四半期の報告の際、報告している
。 

・意見・苦情等は、毎月の事務職員研修会にて検討し、また、内容によ
っては市への相談や、管理運営委員会の会議に諮り、検討した上で対応
している。

・意見受付窓口等の設置 

・意見、苦情等の記録

・苦情等への対応状況

・窓口対応を丁寧に行いながら、利用者からの要望や苦情等の把握に努
めている。内容については、記録し職員研修会や管理運営委員会で情報
を共有しながら、迅速な対応を行っている。

・市への報告は四半期報告書によるもののほか、必要に応じて随時行っ
ている。

・年に一度、利用者の日頃の活動の成果を発表する学習発表会を実施し
ている。新型コロナが5類移行となったことから、令和5年度から再開
し、規模は縮小しながら開催している。

・定期的に「日新コミセンだより」を発行（年２回）、日新地区内町内
会に回覧し地域へのPRを実施している。

・健康診断、百歳体操、健康教室、地区運動会、ウォーキング教室、新
年を祝う会など、コミセンを提供し地域住民の健康やコミュニケーショ
ン作りへの協力を行っている。

・活動発表機会の提供、広報
誌等によるＰＲ、その他地域
への貢献

・利用団体学習発表会を開催し、利用者の発表会を通じて、利用団体の
活動支援及び施設の認知度の向上はもとより、地域コミュニティ活動の
活性化を図った。

・広報誌を発行し、施設利用の案内や利用団体の紹介など地域住民への
情報発信を行いながら、利用の拡大を図っている。

・運動会やウォーキング教室など、地区と連携している事業についても
再開し、区長会をはじめとした地区各種団体の活動拠点として積極的に
利用されている。
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Ⅲ　維持管理

１　施設、備品等の適切な維持管理

　施設、備品等が適切に管理され、良好な状態に保たれているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

最終評価 所見

Ａ

２　清掃業務

　清掃が適切に行われ、利用者が快適に利用できる環境が維持されているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

最終評価 所見

Ｓ

・消防設備・電気設備・ガス設備等保守点検を業者に委託し定期的に実
施している。また、消防設備については、毎月自主点検を実施している
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・備品台帳は指定管理者制度導入の際に整備し、備品の入れ替え・新規
購入等の都度更新している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・施設・備品の破損・使用不能が発生した場合は、その都度、市に報告
し対応を協議している。

・備品等は古いものが多く、管理運営委員会において実施可能な修繕・
購入は日常業務のなかで対応している。

・施設の保守点検の実施の有
無

・施設の損傷の有無

・備品台帳の整備状況

・備品の損傷の有無

・施設、備品の修繕の実施状
況

・施設や備品を定期的に点検しており、利用者の安全性や利便性に配慮
した管理運営が行われている。

・施設の保守に係る委託業務の点検記録や備品台帳は、適切に整備・保
管されている。

・ブラインドの交換や換気扇の修繕を行った。

・開館前に日常の清掃を行い、一週間に一度館内清掃を専門に頼んでい
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
・ゴミは利用者に持ち帰りをお願いしている。　　　　　　　　　　　
　
・消耗品は、在庫を常時チェックし、不足の発生しないよう補充してい
る。

・植栽の剪定・除草等は年2回実施し、職員や役員・環美協の協力を得
て管理している。

・清掃業務の実施状況

・消耗品の補充

・除草等の状況

・管理者による日常清掃や定期清掃は、利用者アンケートでも好評を得
ており、清潔な施設環境づくりを積極的に行っている。また、利用後に
は机やいす等の消毒作業を実施している。

・消耗品については、利用者が困らないよう、日常的に点検と補充が行
われている。

・除草や植栽の剪定については、地区の環境美化推進協議会の協力をい
ただき、適切な時期に実施されており、地域との連携と協働が図られて
いる。
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３　施設の安全性の確保

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

最終評価 所見

Ａ

Ⅳ　収支の状況

１　財務状況

　管理運営にあたり、適切な経理を行っているか。また、財務状況に問題は無いか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

最終評価 所見

Ａ

　利用者にとって安心、安全な環境が維持されているか。また、事故、災害発生時の危機管理体制は適切に構
築されているか。

・機械警備を導入し特に夜間の安全の確保に努めている。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・開館前に外回りの巡回と、閉館時に館内の巡回を行い、非常口の確保
、各部屋の照明と冷暖房の消し忘れ、ガスの元栓の点検など防火点検に
も努めている。

・鍵の管理は、鍵専用の保管庫に収納保管し施錠している。

・終了時に館内の巡回をし、非常口や各部屋の窓の施錠や確認を行い、
閉館時に玄関を施錠し翌日まで機械警備の体制をとっている。

・市で行っている研修に参加し、一か月に一度事務員研修会を独自に実
施、消防訓練（通報・消火・避難）も年2回行っている。

・緊急連絡網を事務室内に掲示し、利用者への呼びかけや有事の際に備
えている。

・警備体制の整備

・巡回等の実施状況

・鍵の保管状況

・施錠の体制

・非常時対応マニュアルの整
備

・非常時連絡体制の整備、周
知

・利用者への注意喚起

・研修、訓練の実施状況

・警備体制が整備されており、職員による巡回も適宜実施され、鍵の保
管や施錠も職員により適切に行われている。

・非常時の連絡体制や対応マニュアルは整備されており、職員のみなら
ず館内掲示により利用者への周知徹底を図っている。

・避難訓練と通報訓練を実施し、避難経路の確認や災害時における連絡
方法の確認を行った。

・会計は明瞭性の原則に基づいて処理している。また、金融機関勤務経
験者が経理を担当している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・通帳と印鑑等は別々な金庫に保管しており、管理状況は良好である。

・現金及び預金の支出は、事前に会長に決裁を得て処理している。

・伝票の保管は、税務上の保管期限を遵守し、施錠できる場所に保管し
ている。 

・管理運営委員会にて監査を実施している。

・決算状況はほぼ予算通りに推移しており、収支のバランスは、良好で
ある。

　　　　
・経理書類等の整備状況

・経理担当の設置の有無 

・伝票の保管状況

・通帳、印鑑の保管状況 

・不明瞭な支出の有無 　

・予算、決算の乖離　　

・外部監査の実施 　　　

・収支のバランス

・担当者により、伝票や通帳等の経理書類は適切に整備、保管されてい
る。

・不明瞭な支出はなく、収支バランスも保たれており、監査からの指摘
事項もなかった。
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２　利用料金の収入実績

　収入の実績は伸びがみられるか。また、収入確保の方策は適切か。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

最終評価 所見

Ｓ

３　経費の節減

　適切な経費の節減に向けた取組が行われたか。また、効果が現れているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

ｓ

最終評価 所見

Ａ

・令和6年度は、学習塾の新規利用が開始され、コロナ前の令和元年度
と同水準に回復した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・利用料金（平成17年度～平成30年度）平均1,135,600円　　　　　　
　令和6年度利用料金1,169,800円　利用料金比　103.0％　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・集会室のダンス用鏡設置、各団体との連携事業、カラオケ機導入等利
用者の希望に応じた事業を企画し、利用者の確保に努力している。

・収入実績

・収入の伸び率
 
・収入確保に向けた取組

・利用料金収入　前年度比 60.8％増　　過去5年平均比 62.9％増

・利用団体の活動再開や利用者への丁寧な対応、また、地域住民を中心
とした施設のＰＲに加え、令和６年度より、目的外利用団体である、み
とみ学園による学習塾の定期利用が開始されたため、増収となった。

・各部屋に省エネのチラシを貼って、冷暖房の温度設定や照明の節電・
節水に協力をお願いしている。

・館内照明器具のＬＥＤ化により経費節減（節電）を図っており、効果
は出ていると思われる。
更に、令和5年度に集会室の照明をＬＥＤ照明に切り替えたことにより
、電気料金節減の効果は出ている。

・取組の有無

・取組の効果

・電気使用量　前年度比   3.6％増　　過去5年平均比  7.8％増
  ガス　〃　　前年度比  19.7％増　　過去5年平均比  4.8％増　
　水道　〃　　前年度比  80.0％増　　過去5年平均比  3.7％増
　灯油　〃　　前年度比  35.6％増　　過去5年平均比 74.7％増

・張り紙や呼びかけ等により光熱水費の節減に取り組んでいるが、利用
者数の増加及び、大雪の影響による暖房の使用により、前年度比較で全
ての使用量が増加した。

・日頃から、消耗品等の節約や直営による軽微な修繕など、諸経費の節
減に取り組んでいる。
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Ⅴ　その他

１　市、関係機関及び地域との連携等

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

最終評価 所見

Ａ

Ⅵ　総合評価

１　総合評価

　指定管理者として適切な管理運営を行っており、利用者サービスの向上や効率化が十分に図られているか。

自己評価 指定管理者コメント 評価の指標

Ａ

最終評価 所見

Ａ

　市、関係機関、地域との連携体制が適切に構築されているか。また、その他前記までの評価に合致しなかっ
た取組について評価を行う。

・定期的報告のほか、都度、市に連絡・相談を行っている。

・地域の団体（各種団体連絡協議会・区長会・社会福祉協議会等）と連
携を取っている。

・七日町交番や消防署との連携を密にし、有事の際に備えている。

・その他

・特記事項

・地区の区長会や各種団体との定期的な会合の開催場所として施設を提
供するとともに、地域の会合や団体の取組へ積極的に参画することによ
り、地域との連携体制を図っている。

・施設の管理運営に係る市との協議については、速やかに行われており
、適切な対応がなされている。

・コミセン管理運営については、事務局、運営委員会あげて指定管理者
としての自覚と充実発展に努めている。

・令和元年度には利用者からの要望に応えて改修・設置等を行い好感を
得、利用率も増加に向かっていたものの、新型コロナウイルス感染症の
流行により大幅な利用減少となったが、令和5年に新型コロナウイルス
感染症が5類移行となったことから、創意工夫により利用率向上を図り
、地域や利用者との健全かつ公正なコミュニティ作りに努力を重ねたい
。

・施設や備品の管理や収支状況も概ね良好であり、利用者からの苦情も
なく、協定内容に基づいた適切な管理運営が行われている。

・地区住民への広報誌等による施設利用のPRとともに、利用者への丁寧
な対応など、利用団体の活動支援に努めたことにより、利用人数、回数
、稼働率いずれも増加した。

・ダンスの団体を中心に新規の利用者が増えている。また、みとみ学園
による学習塾の定期利用が６年度から開始された。

・除草や植栽の剪定については、地区の環境美化推進協議会の協力をい
ただき、適切な時期に実施されており、地域との連携と協働が図られて
いる。

・コミュニティセンター連絡協議会事務局として、会議の日程調整や消
毒用品の調達など、コミュニティセンター９館の円滑な運営に努めた。

・今後も、地域コミュニティ活動の拠点として、新たな自主事業の実施
など利用促進に向けた取組を推進されたい。
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